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本日のご説明内容

１．当社概要

２．レスポンシブル・ケア活動

３．総合アセスメント

４．化学物質による労働災害防止
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商 号 株式会社ダイセル

設 立 １９１９年９月８日

資 本 金 ３６２億７,５４４万円 2019.03.31

従業員数 連結 １２,３１９名 2019.03.31

売 上 高 連結 ４,６４９億円 2019年3月期

営業利益 連結 ５１２億円 2019年3月期

経常利益 連結 ５３４億円 2018年3月期

１．当社概要

東京本社

大竹工場（広島県）

大阪本社

イノベーション・パーク（兵庫県）
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自動車エアバック用
インフレータ

エンジニアリング
プラスチックス

キラルケミカルズ

たばこフィルター用
アセテート・トウ

セルロース事業
売上高832億円
（17.9％）
酢酸セルロース

（液晶光学フィルム用）
たばこフィルター用トウ

など

有機合成事業
売上895億円
（19.3％）

酢酸
有機溶剤
半導体材料

光学異性体分離 など

火工品事業
売上1,079億円
（23.2％）

自動車エアバッグ用
インフレータ

パイロット緊急脱出装置
発射薬・推進薬 など

合成樹脂事業
売上1,759億円
（37.8％）
エンジニアリング
プラスチック

ポリマーアロイ
プラスチック加工 など

連結売上高

4,649億円
（2019年3月期）

事業構成

その他事業
売上84億円
（1.8％）
水処理用分離膜
モジュール など
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西播磨研修センター

新井工場

姫路製造所広畑工場

播磨工場

大竹工場

姫路製造所網干工場

神崎工場

東京本社

名古屋支社
大阪本社

大阪本社

イノベーション・パーク

オフィス

研究所

研修センター

工 場

Copyright ©2007 DAICEL CHEMICAL INDUSTRIES,LTD. All rights reserved. 

新井工場

西播磨研修センター

イノベーション・パーク
神崎工場

大竹工場

播磨工場

広畑工場

網干工場

東京本社

大阪本社

国内拠点

5/21



ドイツ
Daicel (Europa) GmbH
Topas Advanced Polymers GmbH
Polyplastics Europe GmBH
LCP Leuna Carboxylation Plant GmBH

中国広西壮族自治区
Daicel Nanning Food Ingredients Co., Ltd.

中国浙江省
Ningbo Da-an Chemical Industries Co., Ltd.

台湾
Polyplastics Taiwan Co., Ltd.

中国陝西省
Xi’an Huida Chemical Industries Co., Ltd.

タイ
Daicel Safety Systems (Thailand) Co., Ltd. 
Daicel Safety Technologies (Thailand) Co., Ltd. 
Daicel Polymer (Thailand) Co., Ltd. 
Polyplastics Marketing (T) Ltd. 
Special Devices (Thailand) Co., Ltd.

マレーシア
Polyplastics Asia Pacific Sdn. Bhd.

米国ニュージャージー州
Daicel (U.S.A.), Inc.

中国江蘇省
Daicel Safety Systems (Jiangsu) Co., Ltd.
PTM Engineering Plastics (Nantong) Co., Ltd.
Polyplastics (Nantong) Ltd.

中国上海市
Daicel (China) Investment Co., Ltd.
Shanghai Daicel Polymers, Ltd.
Daicel Trading (Shanghai) Ltd.
Polyplastics Trading (Shanghai) Ltd.
Polyplastics (Shanghai) Ltd.
Daicel Chiral Technologies(China) Co., Ltd.
Shanghai Da-shen Cellulose Plastics Co., Ltd. 

ポーランド
Daicel Safety Systems Europe Sp. z o. o.

香港
Daicel Polymer (Hong Kong) Ltd.
Polyplastics China Ltd.
Daicel Prosperity (China) Ltd.

シンガポール
Daicel (Asia) Pte. Ltd.
Polyplastics Asia Pacific Singapore Pte. Ltd.

フランス
Chiral Technologies Europe S.A.S.

インド ムンバイ
Polyplastics Marketing (India) Pvt. Ltd. 

インド ハイデラバード
Daicel Chiral Technologies (India) Pvt. Ltd.

韓国
Daicel Safety Systems Korea, Inc.
Polyplastics Korea Ltd.

米国ミシガン州
Polyplastics USA Inc.

米国ペンシルベニア州
Chiral Technologies, Inc.

米国アリゾナ州
Daicel Safety
Sysytemz America
Arizona Inc
Special Devices, Inc. 

米国ケンタッキー州
Daicel Safety Systems America, LLC
Daicel Safety Technologies America, Inc.
Daicel Safety Tube Processing, Inc
Topas Advanced Polymers,Inc.

グローバル拠点

Daicel (Europa)

Daicel (U.S.A.)Daicel Safety Systems Europe

メキシコ
Polyplastics Marketing Mexico S.A. de C.V.

米国ニューヨーク州
Diffinity Genomics, Inc.

Daicel (China) Investment.

Daicel (Asia)

Daicel Safety Systems America

6/21



２．レスポンシブル・ケア（ＲＣ）活動

◇ ＲＣ活動は化学工業界の取り組みで、化学物質の開発から 製造、物流、使用、
最終消費を経て廃棄に至る全ての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を
確保し、活動の成果を公表し、社会との対話・コミュニケーションを行う活動である

◇ 当社はＲＣ活動の６分野を切り口に、製品を使用するお客様への安全配慮、環境保全、
火災爆発・漏洩防止ならびに従業員の安全確保に取り組んでいる

◇ ＲＣ活動は社長をトップに推進している

ＲＣ活動の６分野 ＲＣ活動推進体制
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◇化学物質を取り扱う上での、リスクの把握と極小化のために、当社独自の仕組みとして
「環境、安全と健康の総合アセスメント」（総合アセスメント）を運用している

◇ 総合アセスメントは事業活動における新規計画に対して、研究開発から生産、物流、
消費、廃棄にいたる全過程の多種多様なリスクを事前に評価し、対策を講じるための
仕組みである
※当社における新規計画とは、現状からの全ての変更点と定義している

３．総合アセスメント

研
究
開
発

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

プ
ラ
ン
ト
建
設

製
造

物
流

消
費
、
廃
棄

１．新規製品の上市

２．新規事業

３．設備の新設、増設、変更（廃棄を含む）

４．製造に関わる事項

（原材料・製造方法など）の変更

５．物流・販売先・販売用途の新規、変更

６．土地・設備の取得、譲渡

７．製造委託・購入販売の新規・変更

８．廃棄物処理の新規、変更

総合アセスメント

総合アセスメント実施時期例新規計画
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堺工場爆発火災事故（１９８２年８月）

総合アセスメント制定の背景

◇当社は１９８２年に化学物質の暴走反応リスクを過少評価したことで、堺工場の大事故を
引き起こしてしまった。この事故が発端となり、化学物質の危険性を十分に把握し、
リスク低減対策を評価するリスクアセスメントの仕組みが必要になった

◇ 当社でのリスクアセスメントは化学プロセスにおけるＨＡＺＯＰ等の手法の導入から
始まり、１９９５年には事業全体を包括して評価する仕組みとして、総合アセスメントを
制定した。以降も改良しながら現在に至っている
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１．化学物質安全

２．法規対応

３．環境保全

４．設備安全

５．労働安全衛生

６．製品安全

７．物流安全

８．製造委託・購入販売時の安全

◇ 事業場の起案部門が総合アセスメント評価８項目を切り口に新規計画で
変化点のある項目について総合アセスメントを実施する

◇ 事業場が行ったアセスメント実施結果を専門知識を持った本社有識者が審査する

総合アセスメントの仕組み

総合アセスメント審査

決裁

計画実施

総合アセスメント実施から計画実施までのフロー例総合アセスメント評価８項目

事業場アセスメント実施

※重要な新規計画の場合
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以下、各アセスメント項目についてご説明します



化学物質安全

◇化学物質安全アセスメントでは取り扱う化学物質の適用法規、環境影響、
危険・有害性等を調査し、社内基準に基づき使用可否を判断している

◇ 取り扱う化学物質の危険・有害性に基づいて設備安全アセスメント、
労働安全衛生アセスメント等でリスク低減対策の具体的内容を確認している

設備安全：危険性
（異常反応、静電気着火）

環境保全：
大気、水質、土壌への影響

製品安全：製品の安全性

法規対応：適用法規（遵法） 物流安全：輸送・保管条件

労働安全衛生：有害性

化学物質安全アセスメントにおける調査項目
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製品安全

コスメ、メディカル・ヘルスケア関連製品に対しては、当社製品を安心して使用いただける
配慮が出来ているかを評価している

サプリメントのパッケージ例当社コスメ、メディカル・ヘルスケア製品例

化粧品素材：１，３ーブチレングリコール

健康食品素材
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化学物質安全

◇化学物質安全アセスメントでは取り扱う化学物質の適用法規、環境影響、
危険・有害性等を調査し、社内基準に基づき使用可否を判断している

◇ 取り扱う化学物質の危険・有害性に基づいて設備安全アセスメント、
労働安全衛生アセスメント等でリスク低減対策の具体的内容を確認している

設備安全：危険性
（異常反応、静電気着火）

環境保全：
大気、水質、土壌への影響

製品安全：製品の安全性

法規対応：適用法規（遵法） 物流安全：輸送・保管条件

労働安全衛生：有害性

化学物質安全アセスメントにおける調査項目
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法規対応

取り扱う化学物質に適用される国際、国内法規ならびに自治体や地域住民との協定の
遵守状況を確認している

法規対応アセスメント実施例
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環境保全

取り扱う化学物質や製造プロセスによる環境影響の極小化や省エネ、温室効果ガス排出量
削減対策の妥当性を評価している

15/21



静電気対策

暴走反応対策

設備安全

設備安全アセスメントでは取り扱う化学物質に起因する静電気対策、暴走反応対策、
腐食対策などの評価をはじめ停電や断水、自然災害発生時の安全確保対策も
評価している

ＦＩ
Ｃ

反応缶

精製缶

原料タンク２
原料タンク１

固液分離機

腐食対策

電気計装設備仕様

用役停止時の対策
（停電、断水）
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設備安全：静電気災害防止

粉体や液体の静電気着火危険度ランクを定め、危険度に応じた安全対策の
妥当性について確認している

対 策 項 目 危険度ランク

ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

着火

防止

着火源

の防止

静電気

帯 電

抑 制

発生

抑制

速度制限(定量仕込装置等) ○ ○ △ － －

多湿化(加湿・散水装置等) ○ △ △ － －

導電性材料 ○ ○ ○ △ －

異物混入防止・除去対策 ○ ○ △ － －

除電 静電接地(設備・機器・計器・配管等) ○ ○ ○ ○ ○

静電接地(フレコン・容器・運搬具等) ○ ○ ○ － －

帯電防止用品(バグ・ベルト等) ○ ○ ○ ○ －

導電床 ○ ○ ○ － －

除電器 △ △ － － －

静電気放電

抑制

粉塵飛散防止(系の減圧化･集塵

・粉漏防止等)

○ ○ ○ ○ △

突起物の除去 ○ ○ ○ ○ △

静電遮蔽 △ △ △ － －

危険雰囲気生成防止 不活性ガス置換等による酸素濃度管理 ○ △ △ － －

密閉化 ○ △ △ － －

換気 △ △ △ △ △

粉体の堆積防止 ○ ○ ○ ○ △

危険度ランク ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

最小着火
エネルギー（ｍＪ）

＜５ ５≦～
＜１００

１００≦ １００≦ 不燃
不爆

爆発下限界濃度
（ｍｇ／Ｌ）

― ― ＜２００ ２００≦
～２０００

体積
抵抗率

Ωm

引火点有 引火
点無

取り扱い温度
≧引火点

取り扱い温度
＜引火点

≦１０８ Ａａ Ｂａ Ｃａ

１０９＜ Ａｂ Ｂｂ Ｃｂ

静電気災害防止対策例（粉体）

粉体 液体
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異常反応により急激な温度・圧力上昇から火災爆発にいたる可能性のある
自己分解性物質や重合性物質を取り扱うプラントに対し、安全対策の評価を行っている

Ⅰ：反応速度解析
文献や実験等の技術データに基づく、最新の計算科学や評価技術による解析

Ⅱ：暴走に至る可能性のある設備全てに対するリスクと安全対策の評価
機器変調時に、異常に至る可能性および対応時間を考慮した安全対策の評価

設備安全：暴走反応対策

原料タンク２

原料タンク１

反応缶 蒸留塔 製品タンク

反応速度式：−
𝒅 𝑷

𝒅𝒕
= 𝒌 𝑷 𝒏

𝒌 = 𝑨 × 𝒆𝒙𝒑 −
𝑬𝒂

𝑹𝑻

Ⅰ：反応速度解析

Ⅱ：リスク評価
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・ポンプ等機器故障
・冷却水等の用役停止 など



労働安全衛生

対策例
有害性分類

１級 ２級 ３級 ４級
予防対策
有害化学物質の製造・使用の中止 ○
有害性の少ない物質への転換 ○
生産工程、作業方法の改良による有害物質の発散の防止 ○ ○
設備の密閉化 ○
設備の自動化と遠隔操作化 ○
有害工程の隔離 休憩室の隔離
専用保管庫の設置、区分して保管

○

局所排気による汚染物質の室内拡散防止 ○ ○ ○
全体換気による汚染物質の排出 ○ ○ ○ ○
保護具の使用（通常の取扱い） ○ ○
事後対策
洗眼設備・洗浄設備 ○ ○ ○ ○

有害性分類に基づくリスク低減対策例（抜粋）

高 有害性 低

１級（厳重管理） ２級（特別管理） ３級（注意管理） ４級（通常管理）

有害性による分類 化学物質取り扱い場所
近傍への緊急水栓設備

作業方法 保護具

◇取り扱う化学物質の有害性を、皮膚腐食性、皮膚刺激性､発がん性、変異原性、
急性毒性、皮膚感作性のデータに基づき４クラスに分類している

◇ クラス毎に必要な予防、事後対策を定めており、総合アセスメントで妥当性を
評価している
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４．化学物質による労働災害防止
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化学物質による労働災害防止を重点課題に、労働組合と共同で研修会や再発防止のため
の発生場所への表示に取り組んでいる

現場スタッフ対象の薬傷労災事例などを
用いた研修会

〇〇による薬傷

ＹＹＹＹ年 ＭＭ月 ＤＤ日

過去トラブル発生場所への指差呼称看板



ご清聴ありがとうございました。

ご安全に！
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